
Copyright (C) 2021 Panasonic Corporation All Rights Reserved.

 それでは、

２０２１年度第２四半期 決算概要について、ご説明申しあげます。
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はじめに、決算発表のポイントです。

第２四半期の実績としまして、
売上高は、
情報通信向け事業や、車載電池の増販により、
家電、車載機器の減収をカバーし、増収となりました。

調整後営業利益は、
情報通信向け事業等は、販売の伸長により増益となりましたが、
車載機器の減販損に加え、家電事業において、国内総需要の減速や、
アジア工場のロックダウン等の要因が重なったことによる減販損が大きく、
また、原材料価格高騰もあり、減益となりました。

一方で、営業利益および純利益は、
その他損益における一時益の計上により、増益となっております。

フリーキャッシュフローにつきましては、
本年９月に完了したブルーヨンダー社の買収や、在庫の増加などにより、
マイナスとなりました。

年間の見通しにつきましては、全社の売上高、利益ともに上方修正いたします。

また、今回、１０月からの新体制の発足に伴い、
新しいセグメントベースの見通しを公表しております。
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それでは、第２四半期の決算概要について、ご説明いたします。
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連結業績はご覧のとおりです。

売上高は、１兆７，４１２億円、前年比で１０４％の増収、

調整後営業利益は、８０３億円、前年からは１４７億円の減益となりました。

その他損益は、一時益の計上によって、１８７億円の増益となり、
営業利益、純利益は、いずれも増益となっております。
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こちらは、セグメント別の実績です。

詳細はこの後のページでご説明します。
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まずは、売上高の増減です。
全社では、
インダストリアルソリューションズ、コネクティッドソリューションズの
情報通信向け事業、車載電池の伸長により、
コロナ影響等による家電や車載機器の減収をカバーし、増収となりました。

セグメント別では、
アプライアンスは、
中国で家電等が堅調に推移しましたが、国内の総需要の減速や、
アジアでのコロナ再拡大に伴う工場ロックダウンの影響などが重なり、
減収となりました。

 ライフソリューションズは、
アジアの工場ロックダウンや、半導体調達課題による減販がありましたが、
国内のハウジング事業が堅調に推移し、前年並み。

 コネクティッドソリューションズは、
情報通信関連の需要増により、実装機が好調に推移したほか、
プロジェクターの増販がけん引し、増収となりました。

オートモーティブのうち、
車載機器は、自動車生産減少の影響をうけ、減収となりましたが、
車載電池は、円筒形電池の旺盛な需要に対応し、増収となりました。

インダストリアルソリューションズは、
車載、工場省人化、情報通信インフラ向けに
コンデンサ、リレー、産業用モータ等の販売が好調に推移し、
増収となっております。
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続いて、営業利益の増減です。
全社の調整後営業利益は、
情報通信向け事業等は販売の伸長により、増益となりましたが、車載機器や
家電事業の減販が大きく、また、原材料価格の高騰もあり、減益となりました。

営業利益では、
ブルーヨンダー社の買収に伴い、その他損益において、
既存の２０％の持分について再評価益を計上したことから、
増益となっております。

調整後営業利益をセグメント別に見ますと、
アプライアンスは、原材料価格高騰が続く中、合理化等で対応いたしましたが、
国内総需要の減速やアジアのコロナ再拡大等による空調・ホームアプライアンスの
減販損が大きく、減益。

ライフソリューションズは、
原材料価格高騰や、半導体調達課題による減販影響を合理化等で対応し、
前年並みとなりました。

コネクティッドソリューションズは、
実装機やプロジェクターの増販益や、アビオニクスの収益改善により、
増益となっております。

オートモーティブにつきましては、
車載機器は、減販損の影響が大きく、減益となった一方、
車載電池は、増販および合理化効果等により、増益となりました。

インダストリアルソリューションズは、増販益が原材料価格高騰の影響を上回り、
増益となりました。
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次に、本年９月に完了しました、ブルーヨンダー社買収の影響についてご説明します。

まず、買収の対価ですが、
今回の８０％見合いの株式追加取得にかかる対価は、７，７６０億円でした。
２０２０年７月の２０％の株式取得にかかる対価 ８７３億円と合計すると、
全株式の取得対価は、８，６３３億円となります。

次に、今期の業績、に対する主な影響です。
下半期分となりますが、新たにプラスされる売上高は、約６００億円、
無形資産の償却費は、現時点では、約１６０億円と想定。
また、先ほどご説明の通り、第２四半期のその他損益において、
既存の持分に対する再評価益 ５８３億円を計上しております。

最後に、今回計上されるのれん・無形資産等の金額は、
現時点で、約９，６００億円と想定しております。
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 こちらは、上期の資金の状況です。

左側、フリーキャッシュフローは、
ブルーヨンダー社の買収完了に加え、
前年度の資産売却に伴う税金の支払いや、
在庫が２０年度末から増加したことなどにより、
マイナス６，６１２億円となりました。

右側の折れ線グラフ、ネット資金につきましては、
２０年度末の１，９４５億円から減少し、
マイナス７，３６５億円となっております。

なお、ブルーヨンダー社の買収資金は、
手元資金３，７６０億円のほか、
４，０００億円のブリッジローンを実行いたしましたが、
こちらは、先日発行しました劣後債によって、借換済であります。
以上は、本年４月２３日の案件公表時にご説明しました
ファイナンスプランに沿った内容でございます。
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 続いて、こちらのスライドで、
現中期戦略のキャピタルアロケーション方針における、
ブルーヨンダー買収の位置づけについて、ご説明いたします。

 当社は、１９年度から２１年度の３カ年において、必要な資金は、
事業からのキャッシュフローで充当することとしております。

 そしてグラフの左側、
１９年度、２０年度の２年間の資金の状況としましては、
営業キャッシュフローや資産売却に加え、事業入替に伴う
リース負債の削減もあり、約１兆円の資金創出超過でありますが、
今回の買収資金７，７６０億円は、この範囲で行うことができております。

 加えて、本買収に伴って、劣後債で ４，０００億円を調達したことによりまして、
その５０％に当たる ２，０００億円については、格付上、資本性が
認められており、財務の柔軟性も確保できております。
なお、営業キャッシュフロー等の資金創出については、
今後も継続して取り組んでまいります。
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ここからは、年間業績見通しの説明に移ります。
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こちらは、連結業績見通しです。

ご覧のように、売上、利益いずれも年初公表値から上方修正いたします。

売上高は、
上期までの為替の影響に加え、インダストリアルソリューションズなどの
販売増を反映し、３，０００億円増加の ７兆３，０００億円といたします。

調整後営業利益につきましては、
原材料価格高騰などの影響を、増販益、合理化やコスト削減等でカバーし、
１００億円増加の ４，０００億円に上方修正いたします。

その他損益は、ブルーヨンダー買収に伴う、既存持分の再評価益等により、
３００億円の改善を想定しております。

これらの結果、
営業利益は、４００億円増加の ３，７００億円へ、
当期純利益は、３００億円増加の ２，４００億円へ、それぞれ修正いたします。

その下、ROEは、８．９％、EBITDAは７，５００億円であります。
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セグメント別の見通しはご覧の通りです。

 １０月の新体制発足に伴い、今後は新セグメントへと移行しますが、
まずは現行のセグメントベースでご説明します。

次のページで修正要因をご説明いたします。
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 アプライアンスは、売上高は、日本やアジアにおける総需要の減少で
実質販売減の見込みですが、為替の影響により、上方修正。
調整後営業利益は、原材料高騰に対しては、コスト抑制や合理化の取組みを
進めましたが、国内総需要の減退やアジアでのロックダウン等による販売減が
大きく影響し、下方修正となります。

 ライフソリューションズは、売上高は、為替影響等により上方修正。
調整後営業利益は、原材料価格の高騰や半導体調達難に対し、合理化等で
取り組みましたが、わずかに下方修正となります。

 コネクティッドソリューションズは、売上高は、ノートＰＣや、ＩＦＥ
（インフライトエンターテインメント）が減収となりますが、
実装機の増販やブルーヨンダーの連結等により、全体では上方修正。
調整後営業利益は、実装機等は伸長しますが、ノートＰＣやＩＦＥの減販損が大きく、
下方修正となります。

 オートモーティブは、車載機器と車載電池に分けてご説明します。
車載機器は、売上高は、自動車の減産により、下方修正。調整後営業利益も、
減販損に加え、部材高騰や輸送費の増加などにより、下方修正となります。
車載電池は、売上高は、円筒形電池の需要増により上方修正。
調整後営業利益も、増販益により、上方修正となります。

 インダストリアルソリューションズは、売上高は、工場省人化や
情報通信インフラ向けの伸長により、上方修正。 調整後営業利益は、
増販益が原材料価格高騰の影響を上回る見込みであり、上方修正いたします。

最後に、直轄・消去等の利益改善は、本社や直轄部門の費用削減等によるものです。

 また、その他損益では、ブルーヨンダー社買収に伴う既存持分の再評価益と、
早期退職一時金の増加等を反映しております。
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 ここからは、新セグメントについてご説明します。
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 １０月からの新体制への移行に伴い、セグメントを変更いたします。
こちらのスライドでは、
変更の概要とともに、現行セグメントに含まれる事業が、
新セグメントでどのように再編されるかについても、お示ししております。

 くらし事業は、
現在のアプライアンスとライフソリューションズを母体として、
５つの分社で構成されております。

オートモーティブは、現在のオートモーティブのうち、車載機器事業が移行します。
コネクトは、現在のコネクティッドソリューションズがそのまま移行します。
インダストリーは、現在のインダストリアルソリューションズのうち、
メカトロニクス、産業デバイス、デバイスソリューション、電子材料の
事業から構成されます。

エナジーは、現在のオートモーティブに含まれる車載電池事業と、
インダストリアルソリューションズに含まれる
エナジーソリューション、エナジーデバイスの事業で構成されます。

その他には、事業規模の観点から、
エンターテインメント＆コミュニケーションと、ハウジングが含まれております。

こちらを参考にしながら、次ページをご覧ください。

15
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先ほどご説明しましたセグメント別の業績を、
新セグメントベースに組み替えますと、ご覧の通りとなります。

今後、第３四半期決算以降は、
ご覧のとおり、５つのセグメントをベースにご説明いたします。

16
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 こちらは、くらし事業における、分社の見通しになります。

今後は、ご覧の５事業についても、数字を開示の上、ご説明してまいります。
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 次に、こちらのスライドで、コロナを契機に起こっている様々な事業環境の変化に対する
当社の取組みについて、ご説明いたします。

 今回の決算概要でもご説明しました通り、現在の事業環境として、
原材料価格高騰といった、長期化が懸念される課題に加えまして、
工場等のロックダウンや車両生産の減少など、一時的な悪化要因が発生しております。

 これらに対しては、合理化等の原価力強化や、販売の増減に応じた適切なコストコントロール、
在庫削減による資金改善など、オペレーション力を徹底的に強化することで対応いたします。

 一方で、事業機会も新たに生まれています。

 情報通信インフラや工場省人化への投資需要の拡大や、EV需要の拡大、
サプライチェーンマネジメントに関する改善ニーズの高まり、ライフスタイルの変化などです。

 これらについては、それぞれの事業において、拡大する需要を着実に取り込んでまいります。

 インダストリーでは、コンデンサ、産業用モータ等の重点商品の増販に取り組んでおります。

 エナジーでは、北米新ラインの稼働により、生産能力を日米合計で ５０GWh相当まで
増強しており、拡大するEV需要に対応いたします。
また、４６８０セルについても、試作設備を２１年度中に導入予定であり、
開発を加速してまいります。

 コネクトでは、サプライチェーンマネジメントの分野で、ブルーヨンダー社を中心に、
グローバルで、お客様の経営課題の解決を目指します。

 くらし事業においては、IoT搭載で、一人ひとりの生活様式に合わせて、
必要な機能を追加・選択できる「マイスペック」家電を発表しました。
これからも、くらしの変化に向き合った商品やサービスを展開し、さらに、
省エネやフードロス削減など、社会課題解決にも貢献してまいります。
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 最後に、今後のIR関連のスケジュールです。

 １０月１日より、新組織ベースの体制がスタートしており、

情報開示については、先ほどご説明しました通り、

第３四半期決算から、新セグメントでの実績を開示いたします。

 また、今年度下期には、

グループCEOの楠見による、サステナビリティ説明会や、

コネクトセグメントにおけるサプライチェーンマネジメントに関する事業IRも予定しております。
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ご説明は以上となります。
ご清聴、ありがとうございました。
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